
 

 

 

 

 

 

新居高校生と広報広聴特別委員会の 

意見交換会 

 

実施報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

  湖西市議会 



 

 

はじめに 

 

湖西市議会では、“市民が主役で、活発な議論をする、見える議会”の実現の

ため、平成28年６月に広報広聴特別委員会を設置し、活動を展開しています。 

今回、選挙権年齢の18歳への引き下げを踏まえ、「若者の議会活動に対する認

知度の向上」を図るとともに、「若者の考えを政策・提言に反映させる」「若者が

まちづくりを考える」きっかけづくりとするために、高校生との意見交換会を開

催することといたしました。 
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１．意見交換会の概要 

開催日 平成29年7月13日（木） 

開催時間 13時00分から15時15分まで 

会 場 湖西市役所３階  ・委員会室・第１議員会議室・第２議員会議室 

参加者数 新居高校生 19人（３年生） 

出席議員 

広報広聴特別委員会委員 

神谷里枝、馬場 衛、渡辺 貢、楠 浩幸、吉田建二、加藤弘己、 

荻野利明、豊田一仁、中村博行、 

議長 二橋益良 

傍聴議員 福永桂子、高柳達弥、佐原佳美、竹内祐子、島田正次 

次 第 

１．開  会（広報広聴特別委員会委員長 神谷 里枝） 

２．あいさつ（議長 二橋益良） 

３．日程説明 

４．議員紹介 

５．市議会の概要（広報広聴特別委員会副委員長 馬場 衛） 

６．議場見学・市長室見学 

７．意見交換  ◎…コーディネーター、○…記録 

Ａ班：高校生６名 

委員会室（◎神谷里枝、◎豊田一仁、○荻野利明） 

Ｂ班：高校生６名 

第１議員会議室（◎馬場 衛、◎中村博行、○渡辺 貢） 

Ｃ班：高校生７名 

第２議員会議室（◎楠 浩幸、◎吉田建二、○加藤弘己） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲講義「市議会の概要」 
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２．意見交換 

(1) 生まれ育ったまちの自慢できる点、残念な点 

高校生の意見 議員の意見 
【自慢できる点】 

○湖西は、自然がいっぱいなのが良い。 

 

 

 

○しらゆりこども園は、幼稚園、保育園の両

方の子供が受け入れられるようになり活発に

なっている。市内の他地区にもこども園が出

来ると良い。 

 

 

○小中学生の頃、地域とのふれあいの場が多

かったことが印象に残っている。白須賀は子

供達が地域との係わりを持てるいい所だと思

った。 

 

 

○新居町には、地区ごとに祭りがあって楽し

い。 

 

○部活を通じ「あらいじゃん」や「関所祭

り」などのイベントに参加させてもらってい

る。イベントが沢山あるのもいいし、湖西の

人は浜松市の住民にも温かく接してくれる。 

 

【その他意見】 

  ○豊橋駅・浜松駅と比べると治安が良く 

て安心。 

  ○自然がきれいでたくさんあるところが 

いい。 

  ○全国唯一当時の建物が現存する新居関 

所があるところ。 

  ○都会過ぎず田舎過ぎずの中間ぐらいが 

いい。毎年、おいでん祭、湖上花火な 

どがあるからいい。 

○自然が豊かなところ校舎の３階から遠 

 

○それをどうするかが課題。維持し継

続するのか、まちづくりのためには緑

が無くなることもある。 

 

○現在、市内では新居幼稚園と岡崎幼

稚園をこども園化にするべく計画をし

ている。ただ、人口減少社会の中で子

供が少なくなることが課題で、定住者

を増やす努力が大切。 

 

○古い歴史のある町だが、児童生徒が

減っている。あたたかさを感じられる

地域を大切にしていきたい。これから

どんな町にしたいか、若い人の声を挙

げて欲しい。 

 

○新居にはいい伝統があり大事にした

い。観るだけでなく参加して欲しい。 

 

○学校行事やイベントに使われている

文化公園の西側の駐車場の活用が、課

題となっています。 
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州灘が見える。 

○吉美ニュータウンに住んでいるが、生 

活するのには便利である。新しいスー

パーができて買い物が楽になった。 

  ○まわりが静かで車が少なく小さい子が 

遊びやすく危なくない。 

○祭りがあるので良い。高校を卒業して 

から手筒花火をやりたい。 

○治安が良い。 

 

【残念な点】 

○自然が豊か、小学生の頃から湖西連峰に遊

びに行っている。ただ危ない所もあるので山

の整備もして欲しい。 

 

 

○浜松市は、祭りやショッピングなど賑やか

さがある一方、治安の面での不安を感ずるこ

とがある。通学上では、特に心配しているこ

とは無い。 

○入出地区には信号が無い、朝晩の交通量が

多い中心部の交差点では、自転車での危険を

感じることがある。 

 

○新所原駅南口から西部公民館の北側道路を

通じて東方面に帰る場合、横断歩道が西部公

民館入り口前の横断歩道まで戻らねばなら

ず、不便。 

 

○新居の消防庁舎の前の横断歩道が無くなり

不便になった。 

 

 

○新所原駅は便利になったが、鷲津駅の高架

化はどうなっているか。 

 

 

○高校から駅に帰るとき、カーブミラーがな

い交差点に於いて、学校周りを周回ランニン

グする生徒とぶつかることがあり、危険。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○雨が降った後、歩きにくい所がある

との話は聞いている。観光や健康ウォ

ークに訪れる人の安全の為の整備が必

要な旨、声を挙げてゆきたい。 

 

○若い人にとっては、湖西市にも、も

っと賑やかな場所が欲しいのかな。新

居高校生は、挨拶も良くできるいい学

校だと思っている。 

○信号機は必要に応じて設置されるの

で、保護者を交えて、自治会などと話

をして欲しい。 

 

○地域の皆が不便だという声を挙げる

必要がある。個人的な希望では難し

い。公共性が求められる。 

 

 

○道路整備により、信号機が移転した

結果であり、地元で同様な声があるこ

とを承知している。 

 

○駅の高架化の経費は、湖西市に負担

を求められる。多額な費用を要するこ

とから難しい。 

 

○学校周りをランニングコースとして

練習することなら、学校内での調整も

必要なのではないか。 
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【その他意見】 

  ○新所原駅の周りが発展していない。 

  ○市の施設が古い。 

  ○川が汚い。臭い。 

○店がない。交通手段がない。車ないと

過ごせない。 

○バスは１時間に１本。自転車で通学し

ている。 

○災害時には高台がないので（海抜は

1.8m～2.4m）で心配。防災訓練には参

加している。 

○ショッピングモール、大きな公園がな

い。家族で遊べる公園がほしい。遠く

まで行かなければならない。大型レジ

ャー施設がほしい。 

○湖西は坂が多く移動が大変である。 

○湖西市は臭い。新居地区でも臭う。雨

の前は臭う。             

  ○湖西市は自然を生かしきれていない。

浜北の県立公園のような自然を生かし

た施設がない。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲意見交換会の様子Ａ班 
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(2) 期待する“まち”の将来像 

高校生の意見 議員の意見 

○気軽に行ける体育館がほしい。予約優先で

他団体が使用しており遊べない時がある。 

 

○公共施設を増やしてほしい。吹奏楽をやっ

ているが演奏会等発表するところが新居しか

なく活動の場が欲しい。人が集まりやすい鷲

津にしてほしい。 

  

○家電製品を近所で買いたい。便利なまち、 

例えば家電量販店。新居には無い。 

 

○年寄りが多く、今挨拶ができるまとまった 

良い地域だけど、子どもが減ってくるので、 

そのようなことがなくなる。 

 

○地震や津波が怖いので防災対策をしてほし

い。そうすれば安心して住める。 

 

○豊橋や志都呂までいかないと大型シッピン

グ店がない。小さな店がたくさんあれば、町

の人たちともつながりができていい。 

 

○ショピングモールがあるといい。何でもそ

ろうから。 

 

 

 

 

○ハコモノも必要。加えて買い物がで

きる場をもう少し増やしたほうが良

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○新居小学校の近くに命山ができる。

地震はいつ起きるか分からないからそ

ういった物が各地に必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲意見交換会の様子Ｂ班 
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(3) 18歳選挙権について思うこと 

高校生の意見 議員の意見 

○選挙権を得て投票に行くとなると、自分で

誰を選ぶべきか調べなければならなくなり、

その過程でもいろいろな知識が身につくこと

になる。 

この人なら町にとってよさそうかなどと分

かってくるので、選挙権年齢が下がったのは

良いことだと思う。 

 

○新聞記事を見て、どのような人か、地域づ 

くりの考え方、目標などを参考にして決めて 

いる。 

○まちづくりに対しての考え方が自分と近い 

人に投票した。              

   

 

 

        

○無関心ではいられない。自分が存在しどの 

ように変わっていくのか。もう少し自分が 

関わって行かなければ。１８歳の人が参加し 

て反映されたことなどを情報公開してくれる 

と参加しやすい。     

 

 

 

 

○18歳になって良かったと思う。若い人たち 

の声を反映したい。若い人が積極的に選挙に 

参加したほうがいい。 

 

○若い人向けの政策を出しても20歳ぐらいの

若者は仕事などがあって選挙に行けない。そ

うなるとお年寄りの政策が決まっていくと思

う。だから若い人たちが選挙に積極的に行く

べきと思う。 

 

 

○人を選ぶのは大変だと思う。資料を

見ただけでなく、こうして生の声を聴

くのも良いと思う。選挙権を有効に使

って欲しい。 

 

 

 

 

○インターネットなどである程度情報

を得ることができるが、情報は、若干

作られたりする。いろんな新聞があり

書いてある内容が違っているところが

あるので、テレビも同様。本質は自分

で見極めないといけない。自分で、い

ろんなメディアを使っていろんな目で

みることも重要。 

 

○法律を決めるのは国会議員である

が、国会議員を選ぶのは皆さん。無関

心でいられない。世の中がどうなるか

をちゃんと考え、なんで選挙に行かな

ければいけないかを、私たちも考えな

ければいけない。 

私たちが投票してどのように変わるの

かを伝えていかなければならない。 
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(4) 議員に聞きたいこと 

意見 回答 

○議員は忙しいですか 

○選んだ議員は選んだだけで何をしているの

かわからない。 

○湖西市をよくしていくため議会としてどう

していくのか。議員は何をしているのか知り

たい。 

 

 

 

 

 

 

○回覧、広報こさいはかなり見ている。イベ

ント情報は見たい。 

 

○普段のくらしの中でどのように湖西市をつ

くっているのかという議会だよりを見る。か

たぐるしい感じがある。議員が力を入れてい

る政策は。 

 

○不祥事を見て、議員としてどう思うか。 

 

 

○国会議員は百人も必要かなと思う。 

 

 

○配布した資料にもあるが、年4回の

定例会があり、会期はそれぞれ約1か

月である。それ以外の間には委員会の

勉強会や視察調査活動などがあり、ま

た、地元の会合やイベントへの出席も

ある。 

 若い人に議員になってもらいたい

が、自分の仕事を持ちながらというの

は難しい実情にある。 

（議員の報酬や政務活動などについて

も説明） 

 

○皆さんがこんなことを提案したいな

どということがあれば、議会で提案で

きるので私たちに言ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲意見交換会の様子Ｃ班 
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３．意見交換会を振り返っての感想（広報広聴特別委員会） 

第18回広報広聴特別委員会 

日  時  平成29年７月25日(火) 午後16時11分から（委員会室） 

 

・若年層との意見交換は新鮮、情報収集はもとより、絶好の広報広聴施策である。 

・高校生からの意見を取りまとめ、政策に活かす事で、更に政治に関心を得る事が可能 

となる。今回の意見をどのように取り扱うか、議会報告会も含めてしくみづくりが必 

要。 

・政治や社会へ対する理解や疑問、知識が必要となり、地域社会への関心が求められる 

ため意見交換会は有意義であった。議員に率直に発言しているところは良かった。 

・高校生たちの期待している様なまちづくりに取り組んでいかなければならないと感じ 

た。 

・一生懸命勉強して、将来何かをしたいという志を持つ若者が少なくなり、国や社会に 

つくすより自分の好きなことをして過ごしたい国民が多いように思える中で、今回の

試みは考えながら続けていかなければと感じた。 

・議会の概要などの説明は専門用語が多く、短時間では理解困難、資料の改善が必要。

概要説明を含め、学校へ出前口座に出向くのも有効。 

・時間配分の改善を要す、市長室での時間が長く、間延びした感。グループワークの後、

課題を全員で共有する時間が欲しい。 

・基本のテーマ設定は３つくらいで良いのではないか、テーマの数が多いと順番に聞き

取るだけで時間を使い自由意見交換の時間が短縮される。 

・意見交換の席上での印象は「もう少し事前の準備が無いと徒労になる」と感じたが、

後日受け取った生徒の感想文には「議員の話を聞いて政治に興味を持った」と何人か

が書いていた。少しでも意見交換会が生徒たちに政治や議員に対する興味を持ってい

ただけたなら意見交換会は成功であった。 

・高校生より参加して良かった、自分のまちについて考えるきっかけとなった等の意見

が多く見受けたため、更に参加して良かったと感じてもらい成果を高めるために、手

間はかかるが２回にわたって実施することも研究してみたい。例えば１回目の会場は

学校、２回目は市議会でなど。 

・多くの生徒が意見交換会を体験できる機会を増やしていきたい。 

・このような意見交換会は地道に繰り返し開催することが必要だと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

▲議場見学の様子 


